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県職労は県地公共闘の交渉結果を踏まえ、県職労独自課題における給与・諸手当

等の改善を求め、１２日、小田島総務部長と最終交渉を行う。 

長年の課題となっている最高号給到達者の処遇や、欠員・人員不足の解消等、職

場に直結した課題について、前進回答を求めていく。 

主な課題と、明日の交渉内容については次のとおり。 

 交渉課題 明日の交渉内容 

最高号給到達者の処遇改善

について 

５級の最高号給到達者が非常に

多く、給与構造の課題。勤務意欲

維持のためにも早期解消を。 

解消のための具体的方策を求

めていく。 

人員の確保について 今年の欠員について、早期解消を

図ること。来年度に向けた人員の

確保を行うこと。 

欠員解消のための採用方針に

ついて、人員確保の具体的対策

を確認する。 

超過勤務の縮減について 超過勤務の縮減に向けた対策の

検討状況や、超勤手当の十分な予

算確保について。 

超勤について、人員は増えてい

るが、縮減されていない。現状

と課題をどう考えているか。 

現給保障の廃止について 

（地公共闘課題） 

地公共闘の交渉では、個々の職員

へ着目し勤勉意欲の確保を取り

組むとの回答だが、具体的にはど

のようなことか。 

現給保障対象者の実態を訴え、

地公共闘の判断を基に、勤務意

欲の確保等の対策を求める。 

通勤手当の改善について 

（地公共闘課題） 

通勤者の負担軽減について、手当

改善を求める。 

交通用具使用者の手当につい

て、課題認識を確認する。 

引き続く前進回答を求めて、県職労では確定闘争に全力をあげ取り組んでいく。 
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その他、県職労独自課題でのこれまでの回答状況 

 交渉課題 回答内容 

任期付職員の対応 任期付職員の任期３年から５年

への延長の手続き状況について。

５年経過後の対応について。 

５年延長者へは部局を通じて

通知している。５年経過後につ

いてもマンパワー確保は重要。

具体的に研究を進めている。 

超過勤務の予算の確保 年度当初、予算不足が心配されて

いたが、その後対応について 

各部局からの聞き取り結果に

より、１２月補正で増額する。

昨年度の規模を超える見込み。 

 

 

 

現業評議会では、１１月１０日、人事課総括課長、農林水産企画室管理課長、県土整備企画室

管理課長との独自交渉を行った。現業評議会の最大の課題である、人員確保の課題を中心に各課

長の基本姿勢について確認した。主な交渉内容については次のとおり。 

【県職労】現業職場の厳しい実態からも人員の確保が必要。今年

退職者の補充及び、再任用希望者の採用をお願いする。 

【総括課長】人員体制については、部局からの意見を聞いて進めることにしている。再任用につ

いては、重要な課題であり十分に配慮する。 

【県職労】再任用を希望しない場合などは、新規採用での補充をお願いする。 

【総括課長】欠員については再任用、現役問わず同じ視点で考えている。配置については部局か

ら話を聞いて判断したい。 

【県職労】今年度の定年退職者について、希望により再任用とし

て採用のこと。希望がない場合、正規での補充を要望する。 

【管理課長】現場の人員確保について意見を聞きながら、再任用の希望があれば採用することを

考えている。 

【県職労】現業職員の専門性を考慮し、現場技術の継承にも配慮した採用を行って欲しい。 

【管理課長】技術の継承は重要。長期の視点で対応するよう進めていきたい。 

【県職労】今年の定年退職予定者の再任用希望があった場合の

採用について、欠員となる場合は正規補充について確認したい。 

【管理課長】再任用について、希望があれば認められるものと考えている。基本的に退職によ

る欠員は補充を求めていくことにしている。 

【県職労】現業職場の専門性について、どう考えるか。１人職場の解消について確認したい。 

【管理課長】現業の業務は単に運転だけでなく、道路事情も把握しており重要と考えている。

１人職場の解消は定数増とすることであり、非常に厳しい状況である。 


